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日時 
平成２７年１月２７日（火） 午後７時～８時３０分 

平成２７年１月２８日（水） 午前１０時～１１時３５分 

対象 まちづくり計画検討区域内にお住いの方、土地・建物をお持ちの方 

会場 久我山会館ホール 

参加者数 １日目：２６名、２日目：２７名   計 ５３名 

主な議題 まちづくり計画の策定に向けて、意見交換 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

まちづくりについて 
 

防災・防犯の面で安全で 

安心なまち 

⇒放射５号線整備に伴う当地区にお

ける環境の変化に則したまちづく

りを行っていくことが目的です。放

射５号線沿道だけでなく、後背地に

おいても、現状の課題解決を含め、

まちづくりに取り組みます。 

 

まちづくりの目的は何ですか。 

まちづくりの具体的な計画はいつ
ごろできるのでしょうか。 

⇒平成２７年の冬頃には「まちづくり

計画の中間のまとめ」として区の方

針をお示しする予定です。その前に

平成２７年５月の意見交換会で、具

体的な課題ごとに、地域の皆さまの

お考えを伺う予定です。 

その他にもたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。 

ご意見・ご質問 お答え 

生活道路について 

２間道路（幅員約３.６ｍ）がまだ残っ

ているので、消防車や救急車が入れない道

があるという問題提起がまちづくり協議

会でも既に出ていたと思います。どのよう

に解決するか示してほしいです。 

⇒建築基準法では建替えに伴って道路幅員

を４ｍ以上にすることが決まっているた

め、将来建物を建て替えた際に、後退す

ることになります。これを促進するため、

今後、まちづくりを進めていく中で、区

として積極的な取り組みを行いたいと考

えています。 

１日目の意見交換の様子 

その他のご意見 

 

●まちづくりは、住民自らが携わるものであり、自

治会活動などにも積極的に協力していきたい。 
 
●「まちづくり構想」はよくまとまっているが、大

部分はどこの地域社会でも求められるものでこの

地域の特性が出ていない面もある。放射５号線に

よるプラス面を享受できるアイデアを考えていき

たい。 
 

●初めての出席で全体像がよく分かった。 
 
●久我山駅の南側の地域には身近に公共施設がない
ので造ってもらいたい。 

 
●地域コミュニティの観点からのアプローチが必要
ではないか。 

 
●犯罪が起きにくい防犯に徹しているまちや、災害

が起きにくい防災に徹しているまちを目指した

い。 
 
●防犯に寄与したまちづくりをするには、暗がりの

ない明るい街路灯の設置や防犯カメラの設置が良

いのではないか。 

２日目の意見交換の様子 

 

土地区画整理事業を施行す

べき区域 （４ページ参照）は、

道路を造るために立ち退きをし

てほしいということでしょうか。 

⇒土地区画整理事業は､不足している道路などを整備し､宅地を

再配置することで、従来と同じ区域内で生計を営んでいける手

法です。土地区画整理事業を施行すべき区域では､土地区画

整理事業以外の地区計画などの手法を活用してまちづくりを

進めることが可能か否か､検討していきたいと考えています。 

土地区画整理事業について 

まちづくり構想は労力をかけてつくっ

たので、オープンにし、これからのまち

づくり計画のたたき台にしてほしいで

す。 

⇒まちづくり構想を提案して頂いてから、４年半

の歳月が経ってしまいました。その間のまちの

変化に留意しつつ、ご提案頂いた構想を踏まえ

て、まちづくり計画を検討します。 

まちづくり構想について 

 

 
玉川上水・放５周辺（久我山地区）まちづく

り協議会での多様な意見をもとにまとめられ

た将来に向けてのまちづくりの提案です。土地

利用のあり方や地区計画等のルールの考え方、

生活道路の安全性確保の要請、緑化の推進や防

災性の向上等が示されています。 

平成２２年７月にまちづくり協議会から区

へ提出されました。 

玉川上水・放５周辺 

（久我山地区） 

まちづくり協議会 

「まちづくり構想」 

平成22年(2010年７月) 

 

⇒放射５号線の整備に伴って土地利用についても

検討する必要があります。用途地域は東京都が決

定するものですが、地域住民の方々の意見も踏ま

えた目標とするまちづくりを実現するため、見直

しも視野に入れて都と協議を行っていきたいと

考えています。 

放射５号線の整備に伴い、用途地域の見直しは

ありえるのでしょうか。 

用途地域等の見直しについて 

 



 

杉並区 都市整備部 まちづくり推進課 地区計画係 
〒166-8570 東京都杉並区阿佐谷南１－１５－１ 
電話 ０３－３３１２－２１１１（代表） 

問合せ先 
杉並区 

公式キャラクター 

なみすけ 

 

H28年度～ 

まちづくり計画 
の策定 

 

H27.冬頃 

テーマ毎の 

意見交換会 

H27.５月～ 

まちづくり計画の 
中間のまとめ 

 
 

 

 

まちづくり計画とは、地域のみなさんが

考える “こんなまちにしたい”という「ま

ちの将来像」を具体化するために区が策定

する計画です。 

この区域は、もともと農地の確保などを目的

とした「緑地地域」として指定されていました。

しかし、住宅用地の不足から、計画的な道路・

公園の整備がなされないまま宅地化が進行しま

した。そこで、東京都は昭和４４年に「緑地地

域」を廃止し、良好な市街地の形成を図るため

「土地区画整理事業を施行すべき区域」として

都市計画に定めました。 

この地区では、下記に示す部分が土地区画整

理事業を施行すべき区域になっていますが、現

時点では事業化の目途はたっていません。 

■杉並区 

玉川上水・放 5 周辺（久我山地区） 

まちづくり協議会「まちづくり構想」 

■地域 

課題解決 

の方策 

まちの 

将来像 

まちづくり計画 

（意見交換会） 

各会で頂いた意見 
まちづくり基本方針 

などの行政計画 

ま ち の 現 状 ・ 課 題 
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